
大鳥圭介検定問題

注
ちゅう

　意
い

　事
じ

　項
こ う

　・検
けん

定
てい

時
じ

間
かん

は６０分
ぷん

です。なお、検
けん

定
てい

開
かい

始
し

後
ご

２０分
ぷん

間
かん

は退
たい

出
しゅつ

できません。

　・回
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

・氏
し

名
めい

を記
き

入
にゅう

し、各
かく

解
かい

答
とう

欄
らん

に数
すう

字
じ

を一つご記
き

入
にゅう

下
くだ

さい。
　
　・合

ごう

格
かく

認
にん

定
てい

基
き

準
じゅん

は、一
いっ

級
きゅう

が全
ぜん

問
もん

正
せい

解
かい

、二
に

級
きゅう

が２５問
もん

以
い

上
じょう

の正
せい

解
かい

、三
さん

級
きゅう

が２０問
もん

以
い

上
じょう

　　の正
せい

解
かい

となります。合
ごう

格
かく

者
しゃ

には認
にん

定
てい

証
しょう

をお渡
わた

しします。

　・問
もん

題
だい

内
ない

容
よう

についての質
しつ

問
もん

にはお答
こた

えできません。予
あらかじ

めご了
りょう

承
しょう

ください。

　・お電
でん

話
わ

等
とう

による検
けん

定
てい

結
けっ

果
か

のお問
と

い合
あ

わせは控
ひか

えて下
くだ

さいますよう予
あらかじ

め、お願
ねが

い
　　申

もう

し上
あ

げます。

　・また、１１月２３日（金・祝）開
かい

催
さい

の白
しら

旗
はた

城
じょう

まつりの会
かい

場
じょう

にて、認
にん

定
てい

証
しょう

授
じゅ

与
よ

　　式
しき

を開
かい

催
さい

致
いた

します。合
ごう

格
かく

者
しゃ

の中
なか

から代
だい

表
ひょう

で数
すう

名
めい

の方
かた

にご出
しゅっ

席
せき

をお願
ねが

い致
いた

しま
　　すので、ご協

きょう

力
りょく

をお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

　・採
さい

点
てん

等
とう

についての質
しつ

問
もん

にはお答
こた

えできません。予
あらかじ

めご了
りょう

承
しょう

ください。

　・問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

は回
かい

収
しゅう

しますので、下
した

の空
くう

欄
らん

に氏
し

名
めい

を記
き

入
にゅう

してください。後
ご

日
じつ

、返
へん

却
きゃく

　　いたします。

第４回

　受検番号　　　　　　　　　　　氏　　名

明治 150 年・県政 150 周年記念事業



【第１問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が生
う

まれた赤
あ こ う

穂郡
ぐん

細
さい

念
ねん

村
むら

（現
げん

在
ざい

の上
かみ

郡
ごおり

町
ちょう

岩
いわ

木
き

地
ち

区
く

）の位
い

置
ち

で正
ただ

しい

ものは次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．　

３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．

【第２問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が翻
ほん

訳
やく

した『築
ちく

城
じょう

典
てん

刑
けい

』を参
さん

考
こう

に作
つく

られ、戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

の時
とき

に圭
けい

介
すけ

が立
た

てこもった場
ば

所
しょ

はどれでしょうか？

１．江
え

戸
ど

城
じょう

　　　　　２．熊
くま

本
もと

城
じょう

　　　　　３．五
ご

稜
りょう

郭
かく

　　　　　４．姫
ひめ

路
じ

城
じょう

【第３問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、いろいろなものを日
に

本
ほん

で初
はじ

めて作
つく

りましたが、一
ひと

つだけ正
ただ

しくな

いものがあります。次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．噴
ふん

水
すい

　　　　　　２．カメラ　　　　　３．電
でん

球
きゅう

　　　　　　４．温
おん

度
ど

計
けい

【第４問】　後
のち

の内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

になる黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

は、なぜ戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で敗
やぶ

れた大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

の釈
しゃく

放
ほう

に

力
ちから

を尽
つ

くしたのでしょうか。正
ただ

しくないものは次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

の教
おし

え子
ご

で深
ふか

い信
しん

用
よう

があったから。

２．大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は英
えい

語
ご

やフランス語
ご

、オランダ語
ご

が話
はな

せたから。

３．大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

について深
ふか

い知
ち

識
しき

を持
も

っていたから。

４．大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

に助
たす

けるように言
い

われていたから。

　 　 　 　 　 　 　

　　 　　　　　 　 　　 　　



【第５問】　戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

の時
とき

に、幕
ばく

府
ふ

軍
ぐん

として大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

と一
いっ

緒
しょ

に戦
たたか

ったのは誰
だれ

でしょうか。

１．徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

　　　　２．西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

　　　　３．黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

　　　　４．土
ひじ

方
かた

歳
とし

三
ぞう

【第６問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は産
さん

業
ぎょう

視
し

察
さつ

中
ちゅう

に日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

から帰
き

国
こく

を命
めい

じられ、滞
たい

在
ざい

費
ひ

用
よう

が無
な

くなり

ました。それでも視
し

察
さつ

を続
つづ

けたかった圭
けい

介
すけ

はどうやってお金
かね

を用
よう

意
い

したでしょうか？

１．政
せい

府
ふ

から借
しゃっ

金
きん

をした。　　　　　　　　２．自
じ

分
ぶん

が書
か

いた本
ほん

を売
う

った。

３．翻
ほん

訳
やく

をして稼
かせ

いだ。　　　　　　　　　４．外
がい

国
こく

の大
だい

学
がく

で教
きょう

授
じゅ

として働
はたら

いた。

【第７問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が北
ほっ

海
かい

道
どう

の開
かい

拓
たく

使
し

に選
えら

ばれた理
り

由
ゆう

で正
ただ

しいものはどれでしょうか？

１．戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

の時
とき

にあちこちを歩
ある

き回
まわ

り、北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

理
り

に詳
くわ

しかったから。

２．アメリカ人
じん

のライマンから北
ほっ

海
かい

道
どう

の地
ち

図
ず

をもらっていたから。

３．いろいろな言
げん

語
ご

を話
はな

せるため、アイヌ人
じん

とも会
かい

話
わ

ができたから。

４．気
き

球
きゅう

に乗
の

って空
そら

から調
しら

べることができたから。

【第８問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が、西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

で敗
やぶ

れて切
せっ

腹
ぷく

した西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

のためにしたことは次
つぎ

のうち

どれでしょうか？

１．切
せっ

腹
ぷく

に立
た

ち会
あ

って、介
かい

錯
しゃく

をした。　　　　２．死
し

を悲
かな

しんで、漢
かん

詩
し

を作
つく

った。

３．子
こ

どもたちを引
ひ

き取
と

って、養
よう

子
し

にした。　４．お金
かね

を集
あつ

めて、立
りっ

派
ぱ

なお墓
はか

を作
つく

った。

　

【第９問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が岡
おか

山
やま

の閑
しず

谷
たに

学
がっ

校
こう

で学
まな

んでいた学
がく

問
もん

は何
なん

でしょうか？

１．漢
かん

学
がく

・儒
じゅ

学
がく

　　　２．洋
よう

学
がく

・蘭
らん

学
がく

　　　３．工
こう

学
がく

・化
か

学
がく

　　　４．医
い

学
がく

・薬
やく

学
がく

【第１０問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が翻
ほん

訳
やく

出
しゅっ

版
ぱん

した技
ぎ

術
じゅつ

書
しょ

のうち『堰
えん

堤
てい

築
ちく

法
ほう

新
しん

按
あん

』は、何
なに

について書
か

かれた技
ぎ

術
じゅつ

書
しょ

でしょうか？

１．発
はつ

電
でん

　　　　　　２．印
いん

刷
さつ

　　　　　　３．ダム　　　　　　４．ポンプ



【第１１問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が気
き

球
きゅう

を作
つく

った理
り

由
ゆう

は次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

のとき空
くう

中
ちゅう

から爆
ばく

弾
だん

を落
お

とすため。

２．戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

のとき五
ご

稜
りょう

郭
かく

に入
にゅう

城
じょう

するため。

３．西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

のとき熊
くま

本
もと

城
じょう

と連
れん

絡
らく

を取
と

るため。

４．産
さん

業
ぎょう

視
し

察
さつ

のときアメリカに渡
わた

るため。

【第１２問】　戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で負
ま

けて、牢
ろう

屋
や

に入
い

れられた大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は誰
だれ

にあてて手
て

紙
がみ

を書
か

いたで

しょうか？

１．お父
とう

さん　　　　２．お母
かあ

さん　　　　３．奥
おく

さん　　　　　４．子
こ

ども

【第１３問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が徳
とく

川
がわ

幕
ばく

府
ふ

に仕
つか

えていた時
とき

に作
つく

り、戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

に参
さん

加
か

した軍
ぐん

隊
たい

の名
な

前
まえ

は次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．新
しん

撰
せん

組
ぐみ

　　　　　２．伝
でん

習
しゅう

隊
たい

　　　　　３．白
びゃっ

虎
こ

隊
たい

　　　　　４．海
かい

援
えん

隊
たい

【第１４問】　閑
しず

谷
たに

学
がっ

校
こう

での学
がく

問
もん

を終
お

えた大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は細
さい

念
ねん

村
むら

に戻
もど

ります。そして赤
あ こ う

穂の町
まち

医
い

者
しゃ

の薬
くすり

箱
ばこ

持
も

ちをしながら医
い

者
しゃ

の修
しゅ

業
ぎょう

をしました。その赤
あ こ う

穂の町
まち

医
い

者
しゃ

とは誰
だれ

でしょうか？

１．手
て

塚
づか

良
りょう

仙
せん

　　　　２．佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

　　　　３．中
なか

島
じま

意
い

庵
あん

　　　　４．高
たか

松
まつ

凌
りょう

雲
うん

【第１５問】

これは「かえで」の１コマですが、このコマの大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

のセリフには何
なに

が入
はい

るでしょうか？

１．戦
せん

争
そう

で勝
か

つためなら　　　　　　　　　２．部
ぶ

下
か

の命
いのち

が救
すく

えるなら　

３．徳
とく

川
がわ

家
け

のためなら　　　　　　　　　　４．土
ひじ

方
かた

君
くん

のためなら



【第１６問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、特
とっ

許
きょ

制
せい

度
ど

をつくりましたが、圭
けい

介
すけ

自
じ

身
しん

が発
はつ

明
めい

・開
かい

発
はつ

したものに

ついては、特
とっ

許
きょ

登
とう

録
ろく

をしませんでした。その理
り

由
ゆう

として正
ただ

しいものはどれでしょうか？

１．日
に

本
ほん

が発
はっ

展
てん

することを望
のぞ

んだため。　　２．良
よ

く似
に

たものがすでに登
とう

録
ろく

されていたため。

３．特
とっ

許
きょ

登
とう

録
ろく

する時
じ

間
かん

がなかったため。　４．技
ぎ

術
じゅつ

が海
かい

外
がい

に流
りゅう

出
しゅつ

する可
か

能
のう

性
せい

があったため。

【第１７問】　戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で敗
やぶ

れ、降
こう

伏
ふく

するぐらいなら切
せっ

腹
ぷく

すると言
い

う皆
みな

に、大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は

「（　　　）ことはいつでもできる、薩
さっ

長
ちょう

では無
な

く、天
てん

朝
ちょう

様
さま

に降
こう

伏
ふく

するのだ」と説
せっ

得
とく

しました。

（　　　）に入
はい

る言
こと

葉
ば

は次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．勝
か

つ　　　　　　２．負
ま

ける　　　　　３．戦
たたか

う　　　　　　４．死
し

ぬ

【第１８問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が校
こう

長
ちょう

を務
つと

めた工
こう

部
ぶ

大
だい

学
がっ

校
こう

は、現
げん

在
ざい

のある大
だい

学
がく

の前
ぜん

身
しん

です。現
げん

在
ざい

の

ある大
だい

学
がく

とは、何
なに

大
だい

学
がく

でしょうか？

１．明
めい

治
じ

大
だい

学
がく

　　　　２．東
とう

京
きょう

工
こう

業
ぎょう

大
だい

学
がく

　　３．早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく

　　　４．東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

【第１９問】　激
げき

動
どう

の時
じ

代
だい

を生
い

きた大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は人
じん

生
せい

を振
ふ

り返
かえ

り「人
じん

生
せい

で３回
かい

死
し

に損
そこ

なった。

それは（　　　）で降
こう

伏
ふく

したとき、日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

のとき、大
だい

海
かい

嘯
しょう

（大
おお

津
つ

波
なみ

）のとき」と言
い

いま

した。（　　　）に入
はい

るものは次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

　　　　２．西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

　　　　３．薩
さつ

英
えい

戦
せん

争
そう

　　　　４．戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

【第２０問】　大
おお

坂
さか

の適
てき

塾
じゅく

で塾
じゅく

生
せい

が取
と

り合
あ

いをしたのは何
なに

語
ご

の辞
じ

書
しょ

でしょうか？

１．オランダ語
ご

　　　２．フランス語
ご

　　　３．ドイツ語
ご

　　　　４．中
ちゅう

国
ごく

語
ご

【第２１問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、産
さん

業
ぎょう

視
し

察
さつ

から帰
き

国
こく

後
ご

に、日
に

本
ほん

の産
さん

業
ぎょう

発
はっ

展
てん

に必
ひつ

要
よう

なものを３つ

取
と

り上
あ

げています。それは石炭と鉄と、もう一つは次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．石
せき

油
ゆ

　　　　　　２．コンクリート　　３．電
でん

気
き

　　　　　　４．ガラス



【第２２問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

の適
てき

塾
じゅく

の後
こう

輩
はい

で、後
のち

に親
しん

交
こう

を深
ふか

めたとされる人
じん

物
ぶつ

の写
しゃ

真
しん

は次
つぎ

のどれ

でしょうか？

１．　　　　　　　　２．　　　　　　　　３．　　　　　　　　４．

【第２３問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

の時
とき

に日
にっ

光
こう

東
とう

照
しょう

宮
ぐう

に到
とう

着
ちゃく

しますが、（　　　　）が祀
まつ

ら

れていたため、そこでは戦
たたか

わずにさらに北
きた

へ向
む

かいました。（　　　　）に入る人物は次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょうか？

１．徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

　　　　２．豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

　　　　３．伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

　　　　４．織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

【第２４問】　戊
ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

で負
ま

けた大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、汚
きたな

い牢
ろう

屋
や

に入
い

れられますが、その牢
ろう

屋
や

を作
つく

っ

たのは次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょうか？

１．黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

　　　　２．大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

　　　　３．西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

　　　　４．桂
かつら

小
こ

五
ご

郎
ろう

【第２５問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、外
がい

国
こく

語
ご

が非
ひ

常
じょう

に得
とく

意
い

で、外
がい

国
こく

語
ご

を日
に

本
ほん

語
ご

に訳
やく

すときに、今
いま

でも

使
つか

われている言
こと

葉
ば

をたくさん作
つく

りました。圭
けい

介
すけ

が作
つく

った言
こと

葉
ば

は次
つぎ

のうちどれでしょうか？

１．地
ち

球
きゅう

　　　　　　２．大
たい

陸
りく

　　　　　　３．進
しん

化
か

　　　　　　４．科
か

学
がく

【第２６問】　１９０７年
ねん

、晩
ばん

年
ねん

の大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は大
おお

鳥
とり

家
け

の家
か

訓
くん

を出
しゅっ

版
ぱん

します。そのタイトルは

次
つぎ

のどれでしょうか？

１．学
がく

問
もん

のすすめ　　２．如
じょ

楓
ふう

家
か

訓
くん

　　　３．よく学
まな

びよく遊
あそ

べ　４．われ徒
と

死
し

せず



【第２７問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が校
こう

長
ちょう

をしていた工
こう

部
ぶ

大
だい

学
がっ

校
こう

は多
おお

くの偉
い

人
じん

を輩
はい

出
しゅつ

しています。その

中
なか

で琵
び

琶
わ

湖
こ

から京
きょう

都
と

へ疏
そ

水
すい

工
こう

事
じ

をした人
じん

物
ぶつ

は次
つぎ

の誰
だれ

でしょうか？

１．渡
わた

邊
なべ

嘉
か

一
いち

　　　　２．高
たか

峰
みね

譲
じょう

吉
きち

　　　　３．田
た

辺
なべ

朔
さく

郎
ろう

　　　　４．辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

【第２８問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

は、産
さん

業
ぎょう

視
し

察
さつ

の時
とき

にいろいろな外
がい

国
こく

の本
ほん

を読
よ

んでいますが、その

中
なか

には日
に

本
ほん

人
じん

で初
はじ

めて読
よ

んだとされる『種
しゅ

の起
き

源
げん

』があります。この本
ほん

を書
か

いた人
じん

物
ぶつ

は次
つぎ

の誰
だれ

でしょうか？

１．シートン　　２．ファーブル　　３．ダーウィン　　４．レオナルド・ダ・ヴィンチ

【第２９問】　大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

が晩
ばん

年
ねん

を過
す

ごした小
お

田
だ

原
わら

の別
べっ

荘
そう

「瀧
たき

の家
や

」に、たびたび訪
おとず

れた人
じん

物
ぶつ

は誰
だれ

でしょうか？

１．篤
あつ

姫
ひめ

　　　　　　２．徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

　　　　３．ジョン万
まん

次
じ

郎
ろう

　　４．桂
かつら

小
こ

五
ご

郎
ろう

【第３０問】　上
かみ

郡
ごおり

町
ちょう

役
やく

場
ば

の前
まえ

に建
た

つ「大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

像
ぞう

」は、次
つぎ

の写
しゃ

真
しん

のうちどれでしょうか？

１．　　　　　　　　２．　　　　　　　　３．　　　　　　　　４．
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